GC研究懇談会2018年度事業報告
 

5月11日（金） ：「第357回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－受賞講演会　
　　　　　　　　　　講演テーマ「知っておくべき実験室の管理について」　　　（　北とぴあ）
　－ 化学物質、高圧ガス、天秤の取り扱いと管理－

　　　　　　　　　　奨励賞受賞講演2件　　　           　　       　　　　　     　　　　　　　 （北とぴあ）  

6月29日（金）  ：ガスクロマトグラフィー研究会　講演会・見学会（第358回） 

一般社団法人 日本海事検定協会
8月1-3日
：第24回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会 
（麻布大学）
9月6日（午後）
：JAIMAセミナー講習会「－GC基礎編－」（第359回）
（幕張メッセ）
9月7日（午後）
：JAIMAセミナー講演会「－SS編－」（第360回）           （幕張メッセ）

－慢性疾患に役立つメタボロミクスの開発－
　　　　（大阪大学）古野正浩
9月13日
：「第361回 日本分析化学会第67年会」－ 講演会－
（東北大学）

講演題目「習慣性多量飲酒と消化管発がんリスクと

微生物アセトアルデヒド代謝 
（東北大学）中山　亨
11月30日～12月2日


：「CJKシンポジウム」開催支援　　　　　　　　　　（中国・閩南師範大学）
12月5日
：「第362回　ガスクロマトグラフィー研究会」－特別講演会－　　　（北とぴあ）

主題「豊かで快適な生活を支えるガスクロマトグラフィー」


－身近なにおいを科学する－
2019年2月22日：「第363回ガスクロマトグラフィー研究懇談会、総会と研究会」

講演テーマ「社会の進歩を支えるガスクロマトグラフィー」


－ガスクロマトグラフィーによる不純物・異物分析の最前線－　　（北とぴあ）
・GC懇ホームページでアーカイブを公開、過去の特別講演要旨集の閲覧、活動記録、講演資料掲載など継続 
参加人数

第357回　約120名

第358回　約70名

第359回　約150名

第360回　約40名

第361回　約50名

第362回　215名

講習会　24名（内講義のみ5名）
	


「第357回ガスクロマトグラフィー研究懇談会　講演会」
講演テーマ「基礎講座　知っておくべき実験室の管理について」
－化学物質、高圧ガス、天秤の取り扱いと管理－

2018年5月11日（金）　北とぴあ　ペガサスホール

奨励賞受賞講演
「GC-IRMSの違法薬物分析への利用」


  　（科学警察研究所）岩田祐子

「法科学分野におけるガスクロマトグラフィーの活用」
（佐賀県警察本部科学捜査研究所）内川貴志

基礎講座
知っておくべき実験室の管理について
－化学物質の管理、高圧ガスの管理、天秤の管理－

化学物質の管理について



      　   （（株）島津製作所）和田豊仁

試薬類の安全な取扱いについて~化学物質による事故を防ぐために　  （メルク（株））岡崎正博

GCに係わる高圧ガスの管理


　  （（国研）産業総合研究所）渡邉卓朗

天秤の取り扱い方について



 　（（株）島津製作所）越  康雄

技術講演
ガス発生装置のポイント

  （ピークサイエンティフィックジャパン（株））鈴木義昭

メイク・ア・チョイス －キャピラリーカラムの選択－

（アジレント・テクノロジー（株））姉川  彩

参加者　約120名

	


「第358回ガスクロマトグラフィー研究会・見学会」
2018年6月29日（金）　一般社団法人 日本海事検定協会
・一般社団法人 日本海事検定協会の紹介 
・GC-IR-MSの使用例 
・GCXGC/TOF MSを用いた分析例 
・燃料油分析のトピックス 
・所内見学

参加者　約70名

	


「第24回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会」
基礎と応用（アプリケーション）
－今年のアプリケーションテーマは匂い・香気分析Ⅲ（異臭）－
2018年8月1日（水）～8月3日（金）　麻布大学　生命・環境科学部,

第１日（8月1日）＜講義＞
1．「キャピラリーガスクロマトグラフィーの基礎理論」　　　 （都立大学名誉教授）保母敏行
2．「キャピラリーガスクロマトグラフィーにおけるカラム、試料注入法」

（（株）島津製作所）和田豊仁
3．「ガスクロマトグラフィーにおける試料前処理法、導入法、装置」

（ジーエルサイエンス（（株））安藤　晶
4．「ガスクロマトグラフィーにおける検出器の原理と使用法」　　　　　（麻布大学）杉田和俊
5．「GC/MSの基礎と応用例」                  （アジレント・テクノロジー（株））中村貞夫
6．「マススペクトル解析の基礎」



　　　（東京工芸大学）秋山賢一


第２日・第３日（8月2, 3日）＜実習＞

テーマ１：「試料注入法　（注入法の選択と条件の設定）」
テーマ２：「分離の最適化（カラムの選択と各種条件の設定）」
テーマ３：「FIDおよびFPDによる異臭成分の測定
（リテンションインデックスと選択的検出器の活用）」
テーマ４：「GC/MS（ヘッドスペース法及びSPME法による飲料中の異臭成分分析）」
参加者　実習19名、講義5名

	


JAIMAセミナー講習会　これであなたも専門家－GC 基礎編－（第359回）
2018年9月6日（木）　幕張メッセ国際会議場
講義テーマ「これであなたも専門家 －ＧＣ編－」
1．「キャピラリーカラムと、その試料導入法」
 （ジーエルサイエンス（株））安藤　晶
2．「GC, GC/MSなど分析機器導入時の注意点」
（東京工芸大学）秋山賢一
3．「目からうろこのGC理論」
（麻布大学）杉田和俊
参加者　約150名

	


JAIMAセミナー講習会　これであなたも専門家－セパレーションサイエンス編－（第360回） 
2018年9月7日（金）　幕張メッセ国際会議場
「慢性疾患に役立つメタボロミクスの開発」
（大阪大学）古野正浩
参加者　約40名

	


日本分析化学会第67年会　－講演会－（第361回） 
2018年9月13日（木）　東北大学
講演題目「習慣性多量飲酒と消化管発がんリスクと微生物アセトアルデヒド代謝」

（東北大学）中山　亨
参加者　約50名

	


「日中韓シンポジウム」
2018 China-Japan-Korea symposium on Analytical Chemistry 

2018年11月30日（金）～12月2日（日）
中国・閩南師範大学
発表件数　口頭52件、ポスター62件（GC懇から植田先生を推薦）
参加者　約180名
	


「第362回　ガスクロマトグラフィー研究会特別講演会」
主題「豊かで快適な生活を支えるガスクロマトグラフィー」
－身近なにおいを科学する－
2018年12月5日（水）　北とぴあ　飛鳥ホール

主題講演
「ビールの香り:その‘構造’を解き明かす　～７６香気成分によるビールの香りの再構築～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アサヒビール（株））岸本　徹
「茶製造技術開発におけるＧＣの利用～香り緑茶の開発～」 （静岡県農林技術研究所）勝野　剛

「マンダム社の体臭研究の知見と製品の香りについて」　　　　　（（株）マンダム）澤田真希

「食品・農作物の加熱評価としての香気成分分析とメタボローム解析」
（慶應義塾大学）若山正隆

「香りによる柑橘品種の分類 」                                     （山口大学）赤壁善彦

技術講演
1．「DART-MSを用いたリアルタイムフレーバーリリース/レトロネーザル香気成分分析 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エーエムアール（株））坂倉幹始

2．「SPME-GC/MSを用いた食品中オフフレーバー分析の紹介」

（アジレント・テクノロジー（株））姉川　彩

3．「42nd International Symposium on Capillary Chromatography and 

15th GCxGC Symposiumレポート」　  　　　（アナリティクセンス（株））羽田三奈子

4．「高感度イオンソースAEIにおける異臭成分の定性感度（仮）」
（サーモフィッシャーサイエンティフィック（株））土屋文彦

5．「GC-TOFMSを用いた生活の中のさまざまな臭いの網羅的解析」
（LECOジャパン合同会社）樺島文恵

6．「新規捕集剤ソルブスター用いた分析事例の紹介」       　 （アステック（株））中台遼平

7．「イオン液体を液相に用いたユニークなGCカラム」
（シグマアルドリッチジャパン合同会社）植田泰輔

8．「GC/EI及びGC/ソフトイオン化法を用いた統合解析手法の開発と応用例」
（日本電子（株））生方正章

9．「食品に関わるにおい分析事例のご紹介」               　 （（株）島津製作所）牧岡慎吾

参加者　215名

	


「第363回ガスクロマトグラフィー研究懇談会、総会と研究会」

講義テーマ 「社会の進歩を支えるガスクロマトグラフィー」
－ガスクロマトグラフィーによる不純物・異物分析の最前線－
2019年2月22日（金）　北とぴあ　ペガサスホール

招待講演
「半導体製造プロセスと製造用ガス中の不純物分析」
（（株）エア・リキード・ラボラトリーズ）園部　淳
「ガス中の微量物質分析における問題点とその対策」  （ラボソルティック合同会社）北村明弘
「熱分解GC/MSを活用した異物分析 ～混合物・複雑成分へのアプローチとして～」
（都立産業技術研究センター）木下健司

技術講演

１．微量硫黄化合物分析に適した不活性化処理－Sulfinert処理の紹介―
（Restekコーポレーション）　内海　貝
２．どこまでも進化し続けるアジレントのキャピラリーGC                                                  （アジレント・テクノロジー　アプリケーションセンター）　大塚　剛史 

３．熱分解GC/MSを用いた不良品解析例　　　　　　　　　　　（フロンティア・ラボ）渡辺　壱
４．高分解能 GC-TOFMS による有機溶剤中不純物の同定　 　　　 （LECOジャパン）樺島　文恵
参加者　約90名

GC研究懇談会2019年度事業計画
  

4月19日（金）：ガスクロマトグラフィー研究会　講演会・見学会（第364回） 

　　　　　　　「地上の正倉院宝物　― 伝世品への多面的なアプローチ ―」他２件 

　　　　　　　　　　　　　          （奈良文化財研究所 「平城宮跡資料館」と「平城宮跡」 ）  

5月31日（金）：第365回ガスクロマトグラフィー研究会 講演会 　　　　　　　　（北とぴあ） 

7月頃　　　　：ガスクロマトグラフィー研究会　講演会・見学会（第366回）　　 

（都立健康安全センター） 

8月7-9日 　　：第25回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会 　　 　 　 （麻布大学） 

9月5日（午後）：JAIMAセミナー講習会GC基礎編（第367回）　          　  （幕張メッセ）
9月6日（午後）：JAIMAセミナー講演会SS上級編（第368回）　　  　　      （幕張メッセ）
9月12日　　  :「第369回　日本分析化学会第68年会」－ 講演　 　　  　　　（千葉大学）
　　　　　　　　　　　講演題目「未定」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

10月頃　　　　：「日中韓シンポジウム」開催支援 　　　　　　　　　　　　　　　　　(韓国)
                                           　　　　　　　　　 　 　 　　　　　                   

11月22日（金）：「第370回 ガスクロマトグラフィー研究会」－特別講演会－　　　（北とぴあ）
　　　　　　　　　講演テーマ「主題　未定」
2020年2月28日（金）：「第371回 総会と研究会」　　　　　　　　　　　　　　　（北とぴあ）
　　　　　　　　　　　講演テーマ「未定」 

・GC懇設立60周年記念事業 
・GC懇ホームページでアーカイブを公開、過去の特別講演要旨集の閲覧、活動記録、講演資料掲載など継続 
